
Title
イメージ,フォルム,シンボル : ケペッシュの<新しい
世界の眺望>(The new landscape in art and
science)から

Author(s) 村上, 憲司

Citation デザイン理論. 1964, 3, p. 59-73

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/52455

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



イ メー ジ,フ オ ル ム,シ ン ボ ル

ケ ペ ツ シ ユ の 「新 し い 世 界Q眺 望 」(Thenewlands.'apeinartand

science)カ 〉ら

村 上 憲 司

1

ジ ォル ジオ ・デ ・キ リコ(ChiricoGiorgio)の 描 い た ミスチ ックな歯路の空

1;jは,現 代 の不安 な精神風土 を 目撃者 の 眼 をつ うじて真迫 的 に 描 き出 してい

る。 それは異 邦の,全 体が夢幻 的な雰 囲気 につつまれたひ っそ りした風景の中

を子供が無邪気 に輪 をまわ しなが ら未知 の恐怖が待 ち うけてい る陰 に向 って輸

をまわ しなが らか けてゆ く。 この一枚の絵の イメー ジは,今 日の世界認識 にお

ける人間存在喪失 の感覚 を シンボル してい る。

人聞に とって,外 界 か らの さまざまな感覚印象 の経験 をイメー ジに翻 訳す る

能力 は,世 界 との交わ り,世 界 の さまざまなパター ンを感知す る第一歩で あっ

た。かって,人 間は世界認識 を親 しい ものに し,自 分 のベースに合 わせ て世界

を導 くことに成功 した。人 間は立 ちむか う自然のなか にフオル ムの型式 を感得

し,そ れに表情 を与 え,意 味づけ し,シ ンボル化す るこ とによって人間的な感

情 のコ ミユニケー シヨンを発展 させ たので ある。

ところで,二 十世紀 に生 きる人間は,こ れ まで に人類が経験 もしなか った先

例のない変革の世界 に立 ちむか う運命の下におかれてい る。 このよ う喬状況 の

下では,過 去か らひ きつがれ た世界認識の型 式 を基凖 に して この新 しい次元 の

世界像 をイ メー ジす ることは不可能で ある。われわれ は,こ の全 く新 しい世 界
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に立 ちむか う武器 を持たず混乱 しその結果,迷 路 にまよいこみ恐 るべ き怪物す

ら生み出 した。

ケペ ツシユ も指摘 してい るよ うに,樫 の木 の強 さ,タ イガーの兇暴 さ,鷲 の

迅速 さは現代 科学の世界に とってはす でに時代後 れの不適切な フオルムの表現

で ある。それ らは古い世界 の感覚経験 に したが ってお り,古 い呎度 で考 え られ

てい る。われわれの 世界では,そ れ らに代 ってステ ンレスや ミサ イル,ジ エ ッ

ト機や ロケ ッ トが新 しい フオルムの表現 となっている。中世紀 の人 々が森 や 山

にいだいた魔女 た ちの イ'メー ジに代 って,ヴ ィー ルスやア トムや中閻子 それに

プロ トンや宇宙線 や超音波が われわれの環境 を とりまいてい る。

いま,わ れわれに とって必要 なことは,わ れわれが棲んでい る世界 を もう一

度,人 間的 な眺望 を もった世界 にととの えること で な け ればな らない のだ。

「われわれはふたたび,わ れわれの新 しい感覚 で,こ の世界 の新 しい配置体制'

(configuration)を 地 図に描 く必要が ある。 そ して その リズムに したが って,

わ れわれ 自身 の活動や運動の方向 を決め,一 層 ゆたかで秩序の ある安全な人 閭

生活 を見 つけ出す必要が ある。感覚 的な もの,感 情 的な ものは,そ の世界の カ

オスを秩序 ある状態 に ととの えるのに絶対 に欠 くべ か らざる ものであ る。新 し

い世界 は独 自の光や色,空 間,フ オル ム,テ クスチヤ,音 と運動の リズ ムな ど

一 感知 され経験 され るゆたかな特質 と感覚～ の次元 を持 ってい る
。 われわ

れが いま,経 験 を経験 に連関 させ,イ メー ジをイメー ジに連 関 きせ るな らば
,

われ われ はこの現 実 をは っきり焦点づ けるこ とが で き,た だ合理的 な段階 それ

だけに止 まる以上 に感覚 的なそ して感情的な段階 で新 しい秩序 について覚知 す

るようにな る。 この再方向づ けが なac'れ る時 はじめて
,わ れわれは この新 しい

フオルムの世界 と互角 に勝負 で きる地位 を得 るよ うにな るであろ う」①

今 日,科 学的技術 の進歩 はわ れわれに未来世界 の創造かそれ とも人類 の破壊

かの刃をっ きつ けてい る。一方 においては
,大 胆 な科学 的発明 と精密な観察 に

よって,か つて は無関係 にあるよ ラに思 われていた現 象が統一的 な秩序 あ る も
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のだということが解明された。そして科学の力は,未 知であったはるか遠い彼

方のもの,巨 大な もの,極 微なものの世界の相貌を明 らかにした。しかし,他

方においては,不 安や恐怖や とまどいに行方を見失った心は,生 活の一貫性を

失い,悲 劇的な無秩序の状態にある。われわれの心は,あ の科学的知識が もた

らした新しい世界の資源 を受け入れるのに必要なゆたかな感性能力 と感情の深

さを欠いているように思われる。そこで,わ れわれが今日のむつかしい時代を

生 き切 るためには,わ れわれ自からの本具的な生物的な能力を再方向づけしな

ければならない。

「新 らたに開発 された世界の相貌を,真 に親 しい ものにす ることができるイ

メージやシンボルは,わ れわれがわれわれの能力の一切を用いる場合 すな

わち,科 学者の頭脳 と詩人の魂,そ れに画家の眼を同化する場合 に発展 さ

せられるであろう。われわれが欲しいのは全体統合 されたビジヨンである。し

かるに,世 界の覚知や理解,そ してその現実像は,合 理的なもの,つ まり言葉

と量に氷結 された理性的認識 と感情的な もの,つ ま り感覚像や情感に付与され

た直感的認識に分かたれている。一方では芸術家と詩人が,他 方では科学者 と

技術家がそれぞれに違った二つの世界に棲んでいるように思われる。かれ らの

間には互いに通じ合 う共通の言語,共 通のシンボルは存在 していない」②

われわれにとって必要なのは,内 部の世界 と外部の世界 とを分離 している境

界を打ちこわし,統 一にまで全体統合する新しいビジヨンを開発するための共

通根 となるイメージの建立である。頭でっかちでは,芸 術と科学はいつまでた

っても貧血状態のまま止まることであろう。われわれは,直 かの感覚をつ うじ

て自然世界 と新 らたな接触を経験しなけれ嫉ならない。科学技術の発達は,そ

の見事な成果 として新 しい世界 の眺望 をひ らき,新 らたな映像 と音,新 らたな

味覚 と肌理感 の資 源 を開拓 した。 われわれはその ひ らかれた世界 を,わ れわれ

の掌 申の ものた らしめ るイメー ジを再建 しな けれ ばな らないのだ。

(註)①,②GeorgyKepes',Thenewlandscapeinartandscience・P・19～20
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2

ギ オル ギィ ・ケベツシユ(GyorgyKepes)に つ いて は周知の とお り,か つ

てはモホ リ・ナギ(MoholyNagy)の 主 宰す るシカゴ ・ニユー ・バ ウハ ウス

の教授 であ り,現 在 はマサチ ューセ ッツ州 のInstituteofTechno'ogyの 視

覚 デザ インの教 授であ る。かれの旧著,〈 視覚言語〉(Languageofvision)

は,あ ま りに も有名 である。(拙 訳紹介 ・同志社美学9～10号)こ こに と りあ

げるく 新 しい世界 の眺望〉(Thenewlandscap°inartandscience)は1956年,

PaulTheobaldか ら出版 された比較的新 しい本で ある0こ の本 はケペ ツシユ臼

身 も序文 で言 ってい るよ うに,読 まれる以上 に視覚的な イメー ジを重要視 して

編集 されてお り,各 頁に配 されてい る写真 の レイア ウ トは非凡 で強烈であ る。

かれ は先 ず 「視 ることと考 え るこ ととの間に は緊密な連関が あ る」 とし,視

覚 は決 して生理 的な器 官の自動 的な働 きを もって事足れ りとす るよ うな もので

な く,視 覚 の働 きそれ自体が思惟 の基本的な方式で あることを強調 してい る。

アル ンバイム(R.Arnheim)も 視 覚 の優位 を強調 し次 のごと くに言 ってい る。

「視r.(vision)は たん なる受動的な働 きではない。 イメー ジの世界 は,己 れ

を忠実 に感覚器 官に うつす だけの もので は な い。 む しろ対象 を見 よ うとす る

1侍,わ れわれは像 をつかまえよ うと手 を伸 ばすので ある。眼 に見 えない触手 で

もって周囲 の空 間を とお り,も のの在所 を見つ け,も のに触れ,も の をつか ま

え,そ の表面 を こまか に しらべ,縁 をさす り,そ の肌理質 を求 め る。 す なわ

ち,そ れは きわ めて積極 的な占有化 の活動 であ る」 さらにまた,「 偉大な芸術

を創造す る高揚 した視覚は,日 常生活 にお け る眼 のご く平凡な普 通の働 きが成

長 した ものであ る。外界 か らの平凡な情報 を求 めることのなかに,形 態や意 味

が与 えられ,そ れ らの発見が ふ くまれてい るな ら,そ れ は"芸 術 的"で あ るよ

うに,芸 術家 の想像作用(conceiving)も け っきよ く生活の道具であ り,わ れ

われが誰で あ り,ど こに在 るか を理解す る洗練 きれた仕方で ある」(Artand

visualPerception,P.27～28)と 。
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事実.わ れわれは視 るとい う働 きによって,わ れわれ を とりまいてい る世界

を判読 し,世 界 内におけ る自分 自身 を方向づ けてい るので ある。 そ して 「眼 と

耳に よって行 なわれた抽 象 直接 的知覚 の諸 形式 は,わ れわれの知 性の

もっ とも原初 的な道 具であ る。 それ らは真正の シンボル素材で あ り,理 解 の媒

体で あ り,わ れわれはその機能 によって事物の世界 を,ま た事物の歴史で ある

事象 の世界 を理解 す る」のであ る。(K.Langer,Philosophyinanewkey

シ ンボルの哲 学,頁111)ゆ えに,わ れわれが注意力 を とぎす まし,わ れわれ

の直覚力 を錬磨す るこ とは,わ れわれが生 きる現実 の世界像 を純粋 に感覚的 に

感知す ることによ って その富裕 さを正 しく評価 し,世 界 が もつ さまざまな問題

をうま くあっか う新 しい シ ンボル体系 を把握す る力 を増進する ことになるので

あ る。

この本 でケペッ シユが めざ した ものは,泱 して野 心的な論議 ではな く,む し

ろ新 しい視覚 の発見 に もとつ く今 日のデザイ ンや美 術に対す る暗示 的で内容 に

富んだ展望 のそれ であろ う。使 い古 された表象 に代 って新 しい世界 の表象,つ

ま り新 しいコ ミユ ニケーシ ヨンの形式の発 展を説いてい るのである。 そ して各

頁 に配 された写真 の視覚像 は,S・ ギーデ イオ ン も指摘 してい るよ うに,あ た

か も深海 のそれのよ うに,エ キ ゾ チ ックな さまざまな生命の領域 に明察 を与

え,し か も現代 に生 きるわれわれの存在 と緊密 に結 びついてい る。それぞれの

フオル ムは,テ イー ・ポッ トの新 しい装飾のた めの安手 な意匠 アイデ アとな る

よ うな類の ものでな くて,芸 術家 の想像力 に火 をつ けて くれ る もので ある。

この本 は大 凡そ,次 のよ うな構成 か ら成 って お り,そ れぞれ にケペ ッシユの

論文 とドキユ メン ト,そ れ に現代第一級 の芸術家,科 学者 の論文が,豊 富に挿

入 されてい る写真 の絵解 きとして配 されてい る。

」.ArtandScience][.Image,Form,Symbol

皿.TheIndustrialLandscapeW.TheNewLandscape

V.Thing,Structure,Pattern,ProcessW.Transformation,
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W.Analogue,Metaphor、 呵,MorphologyinArtandScience

双.Symmetry,Proportion,Module

X.Continuity,Discontinuity,Rhythm,Scale

次 に,こ の本 のなかで重要 と思われ るケペッシユの論文(H.Image,Form,

Symbo1)を 紹介 す る。

3

作 像(image-making)は 人 間精神がわれわれ をとりまいてい る自然 を把 握

可能にす るための基本的な働 き で あ る。 一 っ一 っ孤立 して知覚 され る諸形 体

は,さ まざまな印象の渾沌 をま とま りのある連結 され た世 界に変 え る最初 の段

階であ った。視覚 像 は,感 覚経験 の流 れか らよび出 された,は っき りと輪郭 の

とられた一 人 とか物 とか一 か ら形成 され る。人 とい うものは,さ まざまな

対 象 を視覚的 に と りま きか ら分離す る境 界線 によって,そ れぞれの対象 の知 覚

像 をとらえ るので あ る。

作画 す るとい うことは次 の段階で ある。知覚像 は,人 の頭か ら生 み出 され,

輪 郭線描 として伝達 きれた。

グラフィ ックな伝達にお ける,も っとも初期 の記録 をみ ると,輪 郭 は抽象 的

に用い られてい る。知覚 に際 して,そ れ 自体 の境界線 によ って分 限 された図形

(figure)は,以 前 に もま して巾広い視覚領域 の部 分 となる。 す なわち図形 は

色づ けされ,円 味 をつけ られ,和 わ らか くあるい は硬化 され,深 みのあ る空 間

のなかに在 るよ うにな る。初期 の洞窟線画で は,す べてが 輪郭線 で描か れてい

る。 それには図形 を完全 な ものにす る内部の細描が見 られず,ま た空 聞に図形

を定位 す る地(background)も 見 られな い。 そこで は,三 次元 の対象 は,二

次元 のパター ンに変 え られているので ある。動物 についてのいろんな経験 が組

合わ され,う ま くこな されてい る。つ ま り,ひ とつの集成 された経験が伝達 き

れてい るのであ る。初期 の人 間の創造能力 は,動 物の恒常 的は,そ して もっと

も特 徴あ る相 として明確 に心に とめた ものを構成 した。 ここに,わ れわれは シ
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ンボルを与えられる。

側面図は先史時代および歴史時代にわたる地中海文化の特徴である。西方世

界とほんのわつかな関係 しか持たない他の文化圏では,わ れわれにとってあま

り親 しみのない見方 を選んでいるが,シ ンボルとしては非常に容易に読みとれ

ることが出来る。PacificBasinで は,動 物は四本の脚・胴体・頭・ 尻尾j」〉

緒 くたにして示され,ち ょうど毛皮の膝掛 けのように引伸ばされて表わされて

いる。つまり,こ のような抽象作用が感覚像 を知的な観念にしたのである。知

的生命は,特 殊な ものから一般的なものへという初源的な進展によって,い ろ

んな感覚生命か ら生まれたのである。

抽象作舶は概念的思惟の基盤である。われわれが或る事態か ら何かを抽象 し

ようとする際には,鍵 となるよ うな確実な因子を選び出す。すなわち,わ れわ

れはそれらの因子が もっている数限 りない諸連関の本体を,簡 明にして明確な

関係型のなかに見出すのである。魚のような ものであるが,温 血で胎生である

鯨を,わ れわれは哺乳動物であって魚ではないと認識する。われわれはそこで

はヒレとか尾 を取 るに足らぬ ものと考え,生 殖のシステムを本質的な依 りどこ

ろとみなすのである。

われわれは,わ れわれの知覚をとぎすまし,観 察によって変わ りやす く錯錠

した視覚の出来事か ら自然の変わらぬ相 を蒸溜す ることを学ぶ時,抽 象的な思

惟に近づくのである。われわれは図形一感知されたフオルムー として月 とか動

物 とか樹木とかを,そ れらが存在 しない地と識別する。生理学的に,わ れわれ

は外郭線,つ まり図形と地の間の境界線にもつとも強い視覚的な印象 を受ける

ものである。かように,さ まざまな対象の視覚像はものの外郭によって規定 き

れる。

人間の肉体のように,形が不規則な三次元のフオルムである場合で も,われわ

れは寸時 も同じ状態のままではない変わ りやすい外郭線によって混乱 きせ られ

た り迷わされた りは しない。われわれは,こ のように終 りなく変化しつづける
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相 を,こ れまた変 わ らぬ フオル ム として見 るよ うにな らさ,れている。われわれ

は頭 のなか で,わ れわれ にとって有意 味な外郭線 を,す でに記憶か らえらび出

して,月 とか動物 とか樹木 とかの イメー ジをつ くりあげるのだ。境 界線 につい

ての知覚は,人 の内部世界 を外部世界 の対象 に照応す るフオル ムやパ ター ンと

同居 きせ ることを可能にす る。 こ うして人 は,自 か らの環境 をコン トロールす

る能 力 を開発 す るために,よ りい っそ う明晰 なる ものとの連関 を理解 し始 め る

よ うにな る。

きまざまな対象 を形 態によ って分限す ることは,あ る物 をその変性か ら切 り

はなす ことが知覚 の唯一 の相 であるよ うに,線 が果す役割 の唯一の相 であ る。

ひ とたびつ くり出 きれるや,グ ラフィ ックな線は一種 の独立 した生命 を身 にっ

けるこ とがで きる。表面 を交叉す るグラフィックな模様型 の運動は,進 行 と変

様 の知覚か ら抽出 きれ て,運 動 と変 化の経験 を伝 えることが で きる。 その一動

の生命に は形 態以上の ものがあ る。 動 き(motion)と 変 化(change)が

同 様 にそ こに あるのだ。線の成長 その無 か らの出現,そ のス ピー ド,リ ズ

ム,長 さ,方 向転換 は,世 界理解の ために別 の鍵 を与 えて くれ る。 そ し

て,先 史人 は とっぜん現われ出た線 の魔術的 な衝撃か らのがれ ることはで きな

か った。

人 間の内的な線 の ビジョンに関す るグラフィ ックな記録 は,人 間が発 明 した

もののなかで最高 の もので ある。 図解(delineations)は,あ たか も言葉 の場

合 の発声が為 した と同 じよ うに,い ろんな事物 を表わす ことが 出来 る。 内部 の

細か い部分 の決定的 な排除 を進 めてゆ くことは,抽 象 化が 図解 を言葉 の代 りに

す るのに また書式 を発明す るのに 必 要な ことであ った。い ろん な図型

と物語 りの伝達像 は,そ れ らに関す る言葉 によ る表現 を導 き,宗 教や哲学や科

学の基本 とな る観 念の成長 に通 じた。形象 の図解作用 な しに,科 学 は決 して う

まれ ることはなか った。また,グ ラフィ ックな伝達 な しに,科 学は決 して 卓越

した成長 をとげ ることはで きなか ったであろ う。
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グラフィ ックな表現 と同様 に
,有 用な手わ ぎ(craft)は,古 代人 を驚異の念

にか りたたせた。入 間の手 の も と で
,一 つの物質が奇蹟的 に別の もの にな っ

た。 いろんな フオルムやパター ンが 生じ
,成 長 した.構 造が示 され明 らかにな

った。 このよ うに して理論が誕生 したのであ る
、,

理 論 は,実 際的 な所業が意識 きれ るよ うになって うまれた
.と い うのは,理

論 は想f作 用 のなか で押 しすす め られた実際的な所業 それ以上 の何 もので もな

いか らである。道具や武器 をつ くる技 術
,織 りやか ご細工や製陶,そ れに築 造

の技術が,人 に思惟の方式 を与えた
。 すなわ ち,連 合 とか分離,統 一,リ ズ

ム,調 和 ,構 造,形 態,大 きさ,ヴ オ リユ ーム,動 き,成 長 な ど.こ のよ うな

観念が,言 葉 を部分的にそ して きわ めて始源的に理解 で きる ものに したよ う

に,感 覚像 を十分理覚 ので きる もの に したので あ る、 そ してその よ うな観念

は,人 間生活 を技術的 に して知的 な達成 とい う新 しい水凖 にまで引 き揚げ るこ

とで,巨 大 な産出力 を もつ ようにな った.1削 呂や哲学者た ちが ,形 式 と内実,

無 限 と有限 といった形而 上学的な閙い を抱 き,あ るいは物理科学 者た ちが ,物

質 の状態 や組成 の変 化の基礎 とな ってい る物質'と物体運動の法則 について考 え

る以前 に,古 代人が 眼 と手 を使 って思考 の1"1LI'LL':CI'1`1にま で歩 を進 めてお くことが必

要 だったので ある。

一

木 の 把 丁 の つ い たr「斧(ベ ルー 南 海r出 土)

恐 ら く,思 考 に至 る最初の主要な

源動 加ま,初 期の 人間が道 具や武器

として用いるのに ひろった俸切れや

石 をF腿 」し は じ め た時 に与え られ

た.切 断 した り擦 った りすれば一 層

す ぐれた もの にな ることが確証 きれ

た ヒで,ぶ か っこ うな石 を他の石 に

み られるよ うな有効な鋭 きまで けず

ることは,手 と眼 を調整 し,成 就感
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を もた らした。薄 くけつ ることは,連 関 と非連関,そ れに全体 とい う思惟 の方

式 を生 じ来 た した。把手 を適 当な形 にす ることは,棒 切 れ とひ もと石 が接合 と

い う機能 づ けによ って心 おど らせ る美的な統一体 とな った時,連 合 とい う思惟

の方式 を導 いた。 ・

が ご,織 編 細工は,マ テ リァル と構造,単 位 と組合 わせ,可 能 な こととその

現実のみ とお しとい った基本 的な思考 に刺戟 を与 えた。編技作 りの仕事 の過程

で,斧 を把手 に接合 したの と同 じ仕方 で遮蔽物(shelter)が ・ 一緒 に索 で し

ば られ た小技 で作 られた。 ここに最初 の人工物が 出現 した。 このよ うに結 び合

わ された材 は自然 のなか には見出 されず,人 間によ ってはじめて組立て られ た

のであ る。 そ して,こ のよ うな材料は,床 をおお う人工皮一 ござ一 あるい は容

器 に使 う人工のひよ うたんや袋一 バスケ ッ トー一を作 るのに用い られるこ とが で

きた。道具造 りをつ うじて,マ テ リァル と機能 の間の関係が以前 よ り高 い段 階

で更新 された。人 は物質材の主人公 とな り,そ のなか にひそんでい る潜在 的な

機能 を見 て とることがで きるよ うにな った。一そ して きらに,必 要 とされ る機

能 とそれ をみたす のに必要 な構造 のパ ター ンとの間の関係 を直視す ることがで

きる.ようにな った。

組み編みす ることは,規 則正 しい矩形や正方形 を人問の形態種 目に加 える こ

とにな った。 また,い ろんな色 の細技 や草 を相互 に織 り合わす ことで,複 雑 に

繰 りか えされた幾何的図柄 を作 り出 した。 バスケ ッ ト作 りの過程 で得 られた斬

新 で思 いが け らい図柄 の出現 は,次 の段階で は意識的な意 図の もとで,か よ う

な図柄 の生 産に導 き,さ らには人 間のグラフィ ックな語彙 の拡大 を導 いたので

あ る。

ゴル ドン.チ ヤイル ド(GordonChilde)が 指摘 したよ うに,陶 工 の手わ ざ

は思考 の うえに大 きな影 響 を与えた。 すなわ ち,陶 器作 りに由来す るイメー ジ

は,変 わ らず われわれの文学表現 に想起 されてい る。陶器 では,材 料が もっ と

も力 の有 る もので あ る。つ ま り材料が フオル ムを指定す るのだ。石 のよ うに硬
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くて不容解な全 く新 しい材料が,し めった粘土が焼かれる際に現われた。

実際は,水 に溶解きれた もろい素材,砕 けやすい泥か ら現われたのだが。

しか し,や わらかな物質を形づ くるために唯単にしめらすのであれば,泥 はお

どろくほどやわ らかな ものである。それは,人 が想像 し考え出すことのできる

どのような形にで もかたちづけられ,型 に入れられ,産 出されることが可能な

ものである。陶器作 りは,人 に形式 と内実,か わ らぬ ものとかわるものという

思惟の方式を与えた。手わざの実際的な経験か ら成長した思考の体制は,知 識

の組織者になった。輪状の粘土から器 を造 りあげてゆ く行為は,建 築のフオル

ム,す なわち建築的な思考の基本的な行為 となるのである。

数学的なシステムの合理的な秩序をできるだけ予想し考 え出して,一先史時代

の陶工たちは芸術的な感受性に基づいて器の表面を組織した。かれらは空間を

縞や円に分割し,こ れらをさらに幾何的な形態や図柄に細分した。そして,人

間の眼が視覚的な図形のなかに幾何学的な分割を見てとる習慣 を身につけるよ

うになって,そ こに寸法が生まれたのである。そのような美的感覚は土地の財産

所有権を印 しづけた り,方 向を決める目的で空を分かっとい う実際的な問題 を

処理する方策に手をかした。ゴル ドン ・チヤィル ドは,幾 何学的な秩序のビジ

ヨンがいかに人間の庇護物や埋葬の支度のために斬新な薫陶を与えたか,ま た

堀立小屋 とかほら穴がいかにして幾何学的に組織された家とか噴墓 に成 ってい

ったかということを記述 している。測定を始めるに当って必要とされた抽象化

のさらに進んだ段階は,距 離問をマークすることができる一般的な単位を見つ

け出すことであった。陶器の形態 とか形式は,空 間を連結することで単位分割

の役目を果 している。 ところが,そ れ らは一回限 りで再び用いることのできな

い呎度として,ど ちらか と言 えばユニークで特殊な ものであった。だか ら,慣

習的に用いられる単位による空間分割は,人 の指の太さや脚の長さなどの寸法

に基づいた。そしてそれは尺度を広 く社会に通じるものにした。

形式数学の出現にとって決定的なことは,近 東におけるレンガの発明であっ
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た。 レンガは単元の観念をもたらした。 すなわち,一 定の寸法の単位は反

復 しておかれ際限のない大 きさや複雑な構造をつ くり出すため組合わされ,ま

とまった集合体に達するまでつみかさねられた。 レンガによる構成は,か ご編

細工や製陶のいろんな仕事の面を組み合わせた ものである。 レンガの単位は,

乾燥 した草の茎 と同様に素材 も同然である。しかし,レ ンガはずっと自由に組

み合わすことが可能であった。また,レ ンガは床や壁に真直 ぐに並べ られるこ

とができる。つま り,レ ンガは空間を完全に囲むためアーチに組んだ りあるい

は持出しをつけた りすることがで きた。下水溝,部 屋,住 居,宮 殿それに寺院

など,こ れらすべては形式幾何学や測量の基盤 となったレンガの操作をつ うじ

てはじめて可能なことであった。そして次に,張 力 とか圧縮 とか力率 とか圧力

とかららとかいった諸問題が理学上の力学の発達を予見するかのように現われ

た。線呎,面 呎,立 法呎,角 呎な どが建物 の高 さや土台の長 さ,半 経,線 分,

面 積,ヴ オ リユーム,垂 直,水 平,匂 配 を定め るために発達 した。

十六世紀 の科学 者た ちによ って 自然 その ものについての研 究が復 興 され る前

世紀 に,中 世の美術家や詩人 は樹木や花や森や山に話 しかけた。Reimsや

NaumburgやYorkやElyに あ る十三世紀の大聖堂の角柱 や柱頭,そ れ に

Southwe11の 聖 堂評議員会議 所の それ らは,植 物学者 の正確 な観察 に もとつい

て彫刻 された樹葉 で装飾 されてい る。 ビラール ・ ド ・オノ クール(Vi11ard

d'Honnecourt)の 旅 行本 に描かれ ているス ケ ッチは,ゴ シックの 写 本の頁 を

意匠す るの に用い られた写 生的に描 かれたいろん な家蓄や鳥や花で うづめ られ

てい る。

近代科学 にお ける二人 の先駆者 の仕事 は,フ ックス(Fuchs)の 植 物学研究

とべザ リウス(Vesalius)の 解剖 学研 究で あった0そ してその各 々の研究 は,

十 六世紀の 申期 に～年 をまたずあいついで出版 された。 それ らの科学上 にお け

る重要性 は,完 壁な まで に訓練 されたルネ ッサ ンス芸術家 の飽 くことのない眼

で観察 された生物学 的な写つ しの,正 確 に して精密な描写の特質に ある。ボラ イ
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ウオー ロ(Pollaiuolo),レ オ ナル ド(Leonardo),デ ュー ラー(borer),

フ ックス(Fuchs),ベ ザ リウス(Vesalius),と い う芸術家 た ちの後継者

は,植 物学者であ り動物学者 の先駆者 である リナエ ウス(Linsaeus)そ の人 で

あった。かれ は先人た ちの築いた土 台の上 にたって,こ んにち自然主義者 た ち

によって用い られてい る動物 や植物 の体系 的な分類 をお こなったのであ る。

ル ネッサ ンスの芸 術家 た ちは,視 覚 的な外観 をはっ きり確証 した上 で再現 し

た対象 を描 くだけに止ま らず,そ れ らを擬似空 間のなか にあたか もそれ らし く

定位 しよ うと した。そ して,こ の問題 を解決す るこ とで,ル ネ ッサ ンスの芸術

家た ちは芸術の世界の境界 を越 えてひろが って いるいろんな世界 に問題解決 を

進めてい った。これが数学 者に伝え られて解折幾何学 と投影幾何学 の基礎 とな

った。

アルベルチ(Alberti),'J`,ラ イ ウオー ロ,ピ エ ロ ・デラ ・フラ ンチエスカ

(PierodellaFrancesca),レ オ ナル ド,デ ューラー といった人 たちは,遠 近

法に よる変形 図法(perspectivetransformation)の 研 究 によ って,事 物 を左

右,上 下 に関 してだけではな く前後 に関 して も描 き得 るよ う に し た。 フオル

ム,大 きさ,距 離 は前景 か らの距離 に応 じて段 々にその大 きさを滅 じた対 象 と

して表現 され るのが普通 になった。空間 にお ける位 置づ けは,実 物の空問に整

合す るよ うにつ くられた構成線 の交 わ りによって規定 された。長 さと角度 は,

描 かれた事物 の角度 や位置 に照応 して修正 された。 こ れ ら の芸術家の一人 に

よ ってつ くられたイメ ー ジ は,画 家 の眼の投影中心 と,実 際 に描 かれた絵 の

表面上 に一致 して定 め られた対象 の投影 とみなす ことが で き る。 その伝達 像

(communicatedimages)は,わ れわれ の視的過 程 を記述 す る原理 に照応 し

てい るので,現 実 に似てい るとい うことをわれわれに納得 させてい る。以上 の

ことは,光 学 とか幾何学 とか を洞察すべ き重要事項 に加 える。

知 的な成長 の大 きな歩みが作像 の働 きか ら生 じるとい うことは単 な る偶然事

であるか。十七世紀末 まで,芸 術 的な イメー ジ,・つま り もっ と も高 い水凖 での
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知覚 像は創 造的な科学 の開花 を背後 か ら支 える推進力 とな ったので ある。二 人

の建築家,ペ ロー(Perrault)と デ ザル グ(Desargues)は,一 人 は天文学 の

た めに,他 は非ユー ク リ ド幾何学の基礎 づ けのために 科学 の発展 に大 きく

寄与 した」 しか し,直 接的な経験の基盤か らはかな り脇 えそれてい るので,科

学 の生命 はその生 みの親 であ る芸術 の生侖か ち切 り離 され るよ うにな った。 と

ころで注意 してお くが,こ の ことはイメージが人間の悟性 にとってそれほ ど基

本 的な道具ではない とい うことを意味 して いるので はない。

入間 の悟 性 を拡 大す るのに作像機能 の重要 な貢 けん は,わ れわれ を正に基本

的な人間の衝動にた ちか えらせ る。 っま り,多 様 な感覚印象 を統一 された全体

に変 え るのである。

すなわ ち,共 通 の知覚が,多 くのバヲバ ラな感覚 印象 を一 つのま とま りのあ

るゲシタル ト(gestalt),つ ま り図形化 された ビジ ョンに集め る。 そ して芸 術

的な ビジョンとして高 め られ た知覚 は,さ まざまな感覚印象 を,芸 術作品 とい

う高 い段 階に形 づけてゆ くビジゴン,す なわちハー モニー,バ ランス,シ ー ク

エ ンス,リ ズムに対応 す るのであ る。

前史時代の道具類が示 す単純 な シンメ トリ,新 石器 時代 の装飾品類の こみ い

った軸の転回,ペ ルー織布 の リズ ミックな模様 のバ リエーシ ョン,サ ン ・ビタ

ー レ寺 の壁面 をか ざるモザ イク壁面の秩 序的な鼓動,ピ エ ロ ・デ ラ ・フラ ンチ

エスカ,ラ フアエル(Raphae1),雪 舟,ベ ル ニー二(Bernini),プ ツサ ン

(Poussin),ジ ュ アン ・グ リ(JuanGris),モ ン ドリア ン(Mondrian)た ち

の統一 ある線 と面 すべてか よ うな視覚 的綜合 は,変 様す る視覚世 界のい ろ

んなバラエティを焦点づ け,そ して統一 したい とい うわれわれのかわ らぬ欲 求

をは っき りと記録 してい る。 われわれの感受性 は,感 知 され たい ろんな秩序 に

対 す るよろこびで養 われ る必要が あ る。

像象徴(lmagesymbols)は 焦 点づ け られ た 経験 の本質 的な構造 である。

道具の機能は道具 としての役割 を使 いつ くしは しない。 人間有機体 の基本 的な
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あるべ きすがたとして,イ メージはわれわれを環境 と交渉可能にし,わ れわれ

の発展を方向づけ統禦する生命のダイナ ミックな組織者である。遺伝物質が,

われわれの身体の素質とか成長 とか再生 とかをかたちづけ調律するように,イ

メージはわれわれの思惟や感情 をかたちづけ調律する。われわれが共にするイ

メージはわれわれの共通の文化を規定する。そしてわれわれのプライベー トな

イメージは,直 接感 じとられた ものの富と理解 されたものの秩序をわれわれに

極印 し,わ れわれの内的なそしてユニークな生活 を範するのである。
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